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‐ い Ｎ ∞ ‐ ∞ ヽ い
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丼 コ ¨ ∬ γ や コ 十 「 ず 寸

開 潜 和 Э 一舗 ン 帰 汁 再 酬 こ 即 耳 Э

■ ⊂ い お ゛ 即 耐 料 夕 昴 酬 再

卜 訓 叫 冊 耳 酬 時 料 タ

叫 冊 昴 コ （半 Э 苗 撃 昴 酬

淋 導 酬 即 肩 バ 難 ひ

〇 「 〇 ‐ い い ∞ ０ ‐ ∞ ヽ い 「

Э 齢 書 ・ 珊 劇 申 巾 ・ 珊 回 捕
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囲 珈 油 サ 伊 計 濁 調 言 料 き ｏ

汁 ′ 革 言 肖 州 吻 や 珊 針 囲 洸

和 ｄ 叫 ｏ

濶 壼 彗 吻 薄 油 汁 浮 寺 静 酬 介

゛ 咄 国 （ 訓 洲 ⊂ ン 灘 目 翔 洲

゛ 牟 τ 帰 叫 ｏ

耐 薦 濾 ざ い 臼 餃 吻 （ 研 針 τ

胚 ヨ 再 鼎 翌 叫 ざ バ ラ 叶 叫 。

蒋 コ ト ＃ 石 肖 酬 吻 ゝ 珊 針 潜
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い ざ ゛ Э 料 ゛ 灘 ン 叫 夕 弼 百

再 ノ 料 塾 ョ ゥ 珊 国 ゛ 調 ワ バ

脚 潮 針 乖 難 ゛ 淋 粛 ∈ ン 濁 訃

゛ 聯 τ 叫 叫 ｏ

同 滞 ご ざ い い ヽ 吻 ｄ 叫 針 τ

趙 ヨ 百 弼 迎 研 ざ バ τ 叫 叫 。

∬ Ю 慾 囲 料 帥 薫 蒋 調 卜 Э 肖 州 ｔ 敬

別 針 料 べ 叫 ｏ 甜 鴻 冊 Ｎ 麟 囲 測 詢 碑

∬ い 温 囲 潜 帥 Ｓ ■ ぺ φ ＃ 肩 許 州 ｔ

盪 別 針 潜 べ 叫 ｏ 海 調 誹 百 薫 「 σ バ

再 τ 専 針 τ 【 鉾 」 ゛ 敬 軋 帯 訓 ∈ バ

〈 湾 針 τ 。

い ざ 伊 Э 料 碑 淋 塾 ヨ 叫 汁 碑 障 輸 期

冊 峠 ｔ 脚 別 針 蔀 難 ゛ 満 粛 ⊂ ン 遇 洲

゛ 輔
，
叶 叫 ｏ 酬 帥 碑 耐 淋 ＝ 石 剣 ｏ

バ 辞 訓 料 タ ロ ” ｔ （ 味 野 叫 。

旧 謙 価 囲 淋 艶 寺 ∬ い 溢 ノ ∬

Ｎ 通 囲 淋 艶 気 準 づ 評 対 ３ 対

ゆ 諄 ｔ 酬 τ 卜 型 Ｓ ｙ ざ バ

ワ か ― 津 調 図 淋 ・印 ｄ 叫 ｏ

榊 選 当 叫 汁 再 陣 勲 遇 Ⅷ 峠

吻 敬 珊 針 乖 苅 淋 粛 ゛ 牟 ワ ′
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叫 ｏ
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酬 壼 肛 排 革 館 料 迪 鶏 ヨ 商 Э 凛 コ 肩 Ｏ τ バ

鵬 淋 ｍ ｓ Ш 迪 肘 ＞ 繁 再 気 「 Э ｍ ｃ べ 叫 ｏ 叶 汁 ′ 弧 峠 難 物 料 ゛ 対 ウ ⊂ べ 路
か 百 Ｌ 蒋 コ τ

汁 泣 耳 ぷ 野 ｏ ′ 料 Э 蒋 コ 嗣 闘 （ 料 壼 鶏 コ 潮 ） ゛ 凛 油 ⊂ ハ τ 叫 料 ｏ い Ｓ
剛 潮 肩 辮 Ｑ 叶 ′

満 Э 難 コ 滸 浮 寺 計 翔 滸 ヽ Э 詰 同 奇 調 肩 ０
，
べ 諜 洲 ⊂ ′ ぷ Э Σ 効 ゛ 赳 黙 ⊂ べ τ 叶 料 ｏ

※ 酬 峠 離 Ｓ 由 ド 、珊 難 再 ′ 鵬 淋 ｍ Э 菌 卜 鏑 鶏 Ｓ 蒲 聯 滸 率 言 憮 Ｑ 味 難 問 肩 叫
閣 τ 汁 ⊂ 叫 叫 ｏ ひ ｃ 瀬 酬 寺 Ｌ 瓜

酬 ｔ 計 ｃ 叫 ⊂ 汁 ゛ ′ 醐 ｍ 針 〈 鵬 淋 潮 ｓ Ｎ い て ヽ 言 Ｌ 苗 誤 〈 洸 疇 ワ ｏ

出 壼 脚 針 革 ω ‥ へ … Ｎ い 獨
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商 淋 郎 壽 ョ 極 … 輌 研

硼 中 番 酬 選 ・誦 難 前 淋 募 世 騨 鎌 ョ 鶉 … ∞ 舟

Ｌ へ 斗 藤 爺 和 酬 当 暮 世 営 極 … い ｏ ｎ

訓 壼 ゞ 薗 ４ 研 羊 … ド 驀

出 当 ２ １ ヽ 「 く ゝ 珊 白 羊 … ヽ 狐

鵬 料 コ 【 再 ′ 囲 満 ○ 融 洲 き に 弧 味 餃 い ，
０ 癖 鶏 淋 蒲 ゛ 前 蘭 番 肩 淋 い ⊂ 【 ワ 〈 醐 狂 サ ｙ ′

哺 気 珊 凛 む ０ 霧 石 ′ 「 菌 湮 Э 訓 壼 鶏 里 Э 糊 鴻 湖 皿 吻 め サ が 洲 苗 酬 」
゛ 冷 華 （ 凝 爺 ⊂ ハ 針 ｃ 叶 料 ｏ

洲 苗 珊 Э 凝 む ゛ 訃 艦 味 ざ ら
，
Ｍ ⇒ 再 珊 彗 言 冊 ｃ Ｉ バ 〈 湾 餃
，
。

※ ＝ 爵 ８ ■ 卜 ｃ ≫ 硼 い 苗 図 輛 （ 冊 田 い 苗 吻 凝 肝 ｃ 針 τ 弧 峠 兼 石 ０
，
べ ひ 洲 苗 珊 Э 凛 ゴ リ 柵 潔 こ こ ゛ ざ バ ヽ こ 叶 料 ｏ

鵬 料 潮 再 ヽ 「 Ｏ 淋 端 肛 悩 ゛ 訴 汁 ｃ ＾ 針 ｃ 叶 ■ 。 【 ド 滸 朧 即 〓 油 い ・ ∞ ｏ ｏ 回 菜 卜 （ 、 こ ― ゝ ｄ ｍ ω Ы ８ ８ 回
耐 ） ヽ 図 料 和 剣 聖 Ж 諮 掛 ｏ 塑

耐 節ヽ 鴻 図 輛 藤 コ ヽ Э 恥 恥 癖 団 求 針 ｃ ドヽ 凝 厠 料 和 出 塾 聖 ⇒ 田 ゝ ヽ 卜 辻 π 辞 軍 と 勢 価 淋 ゞ 世 剛 詠 ン 辮ヽ ■ Ｎ ８ ヽ 耐 】



鉾 汁 ゛ Э 菌 ＞ ・誦 鶏
，
０ 榊 排 ３ 針 鎌 ン 計 （ 叫

鵬 料 卸 再 ′ 「 自 × 誦 鶏 蒲 酬 浮 」 滞 Ｑ 価 一 肝 繰 回 戯 ０

「 し へ π ¶ へ ヽ 」 肩 謙 τ ′ 瑚 ０ 訓 τ 寸 ― 鴫 ヌ 満 蒲

Э 汁 Ｓ ′ 聴 離 Э 由 ＞ 蔀 期 ０ 画 Ｓ 針 叫 岨 ゛ 彗 ｍ ⊂ 叫 料 。 菌 × 蔀 期 Э
闘 日 針 響 薄 τ ゛ 蒲 剛 叫 夕 汁 δ ノ 気

「 ○ 洋 剛 ゛ Ⅷ ｃ 叫 ■ 。

● 　 コ 耐 料 か 酪 ０ 寺 砒 へ π Ⅶ へ ヽ ゛ 螂 ■̈ ⊂ 叫 料 ｏ

● 　 （ 回 ヽ 珊ヽ 難 叫 嗣 Э し ― し ゛ Ｎ Ｓ ノ Ｄ 謙 冊 脚 吻 ロ ト ゛ 醐 ４ 叫 夕 野 一 斧 ｍ ⊂ 叫 叫 ｏ

● 　 粁 け 叫 耐 葬 剛 ゛ ⊂ ′ 罰 鴻 ・ 淳 オ ・ 清 満 こ マ ト Ｆ 蹟 ３ 性 」 。

● 　 湘 遥 ３ 肩 菌 × 諦 難 Э 測 薄 τ 対 泌 ゛ 討 訓 ⊂ ／ ヨ 酬 吻 鍼 ざ 兎 Я 珊 ⊂ 叶 叫 。

● 　 へ 回 × 諦 苅 ゛ 刺 聯 叫 夕 蒲 碑 ノ 蒋 コ ロ ３ ゛ 洲 洲 ⊂ ′ コ 酬 ゛ 聯 汁 卜 （ Э ゛ 蛍 コ ⊂ 叶 叫 ｏ
汁 洵 ⊂ ′ ＞ × Э 『 瀧

゛ 聯 べ τ か 飾 コ
＞
ノ 滸 ↓ 石 胴 Ｑ 〈 趙 コ
＞
ノ 菌 卜 戯 理 湮 【 味 針 ワ 汁 ｏ 回 お お ⊂ 汁 飾 コ
＞ 針 鴨 再 雰 叫 帰 叫 ｏ

● 　 冊 騨 朋 訓 旱 石 再 ′ 珈 訓 冷 吻 鵬 淋 ｍ Ｓ 緋 平 ゛ 嗣 璃 ⊂ ノ 闘 】 肩 菌 ＞ 乖 難 ゛ 鶏 ０ 舛 ｏ 評 峨 ⊂ 叫 叫 。

● 　 箇 × 珊ヽ 銚 石 コ 外 夕 苗 翌 丼 世 ゛ 騨 沖 ′ 由 蔚 肩 ニ ン ⊂ 野 料 。

鵬 料 割 再 ′ 済 Э 側 湖 肩 Ｏ τ （ 帆 ＞ × サ ゛ 冊 ⊂ 騰 う 伊 ｏ 汁 趙 口
＞
′ 闘 Ｓ サ ０ 自 開 石 と い ⊂ 叫 ■ ｏ

● 　 菌 × 珊ヽ 難 Ｓ 塾 油 □ 爵 肩 コ 州 ⊂ 吻 汁 τ 紡 コ
＞

● 　 菌 ＞ 蔀 難 Ｓ ヨ 労 ′ 訓 ロ ノ 塾 油 前 卜 針 Ｌ （ 酪 ↓ 肩 特 ｃ コ ｃ ｅ ざ ら τ 趙 口
＞ ゛ 弼 〈 ）

● 　 菌 × 誦̈ 難 吻 罰 滞 ・ 薄 オ ・ 料 満 ⊂ 汁 飩̈ コ
＞
′ 叫 汁 碑 ′ ぷ Э コ 課 Ｆヽ 吻 瀬 き さ い 飾 コ
＞

● 　 ぷ Ｓ さ ′ 菌 × 疏 難 Э 刺 薄 τ



略 疇 叶 Э 菌 ＞ ・珊 丼 ゛ 勲 冊 再 響 ｃ 薄 ｏ バ τ 叶 叫

脹 料 卸 （ 碑 ／ 濤 湖 サ Ｏ ｍ 由 針 ゞ ― 吼 Ｎ ゛ 満 蒲 料 か 汁 Ｓ ノ 畔 難 。 菌 卜
乖 苅 ゛ 舟 Ｍ 肩 聟 こ 滞 ｏ バ τ 叶 湘 Ｊ 菌 × 乖

謝 Ｓ 叫 嗣 肩 コ 叫 夕 鵬 料 ｍ ｐ 桝 ＞ 緋 牟 肩 謙 τ ノ 乖 難 Э 蒲 酬 石 畿 Ｓ バ τ 野 料 ｏ 箇 × 鏑 難 ０ 畑

こ 薄 τ 肩 Ш ⊂ べ Ｑ 回

ヨ 寺 樹 洲 狂 サ 伊 ざ 弓 ノ Ｑ Ｏ 今 村 刈 緞 肩 訪 ヨ ワ コ
＞ き Ｌ 〈 札 針 τ ｏ

鵬 料 加 再 ′ 自 ＞ 珊̈ 鶏 ゛ 引 訓 Э Ш 番 鰤 爵 石 ゛ 湘 針 欝 □ 【 塾 コ ワ 汁 ｃ 叶 斗

鵬 榊 割 （ Э 出 塾 ） ― 吼 ヌ 満 蒲 寺 器 聯̈ 外 珊 Э 汁 Ｓ Ｓ 肘 ＞ 乖 難 気 柵

彊 峠 難 Ｓ 粁 け 針 図 淮 和 蒋 コ Ｓ 汁 Ｓ Ｓ 乖 鶏 黄 濡 （ 聖 キ コ 円 ′ 漏 蒔 円 ′ ヽ マ し ｔ ｌ 誦 難 ′ 雰ヽ 回 ′
・平 コ 料 ′

甫 ヨ ／ 組 い 高 談 冷 針 に ）

前 罰 ノ 翁 鼎 ョ ′ さ Э 淋 加 ノ 叫 ョ 釧 一灘 ヽ 「 ― ヾ Ш て ′ ↓ 酬 ） ―
電 ヌ 珊 淋 蝋 針 Ｓ ｍ 淋 寺 漏 ≫ ４ 引

囲 珈 蒲 弼 酬 醐 淋 部 （ 酬 当 難 響 一 洲 苗 珊 Э 淋 Ｉ ′ 嘲 麟 刈 ド 藤 囲 Ｘ 碑 蒲 弼 球 ，
Ｓ 漏 ” 寺 回 囀 針 Ｑ ）

料 当 磐 珊 耐 Ⅷ 甫 蒲 耶 ＝ 肩 囲 き い 蒲 が か 詳 寺 冷 酬 叶
，
Э 苗 潔 寺 副 Ｅ

鵬 料 訥 Σ （ Ｓ 料 墾 磐 寺 図 輛 冊 鱗 ｐ 洋 硼 ・ 朝 Ｓ ノ 淋 報 ド Э 刈 鱗 刈 哨

，
製 岬 麟 藤 囲
，
Ｓ 廊 期 満 粛

報 ゆ 寺 報 ゴ 酬
，
Э 融 汁 ・ 難 叶 旱 Ｓ 箇 ン 派 銚 Э 剛 ゛ 詩 （ コ 叫 う 夕 湘 針 ％ ０ 再 コ 叫 ゛ 剣 聯 ）

卜 訓 気 ン 石 ／ 童 湮 百 塾 油 田 番 ゛ 洲 ・引 ⊂ 汁 飾 コ
＞ 石 針 τ バ 碑 ′ （ Ｓ 塾 油 団 ３ Э 醐 爵 Э 汁 Ｓ
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船 苗 ＝ 百 野 ｃ Ｄ 鼎 ヽ 消 ざ ｃ 叶 料 ｏ 卦 料 Э 洲 当 寄 期 い 灘 シ ン

斗 ヽ ¶ へ ヽ 鶏 料 謙 価 柵 ｄ 狐 洋 吻 脚 針 ｃ 辮 叫 。
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「 ＞ × Ｏ Ｏ Ｏ ∞ ‐ 「 〇 ‐ ∞ Ｎ ω い
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斗 ヽ 咄 へ ヽ 廟 挙 帯 訓 ０ 面 ヽ 乖 苅 Э ≧ 調 □ 罫 再 ／ 「 嘲 叫 刈 ド 藤 囲 Ｘ 再 蒲 邪 畔 ，
Ｓ 潟 ≫ 」 ０ シ ｄ ゝ ｃ ／ ＞ ヽ Э コ 酬 針 〈

さ Ｓ □ 番 言 埜 油 料 か 口 館 再 ｄ 味 叶 Ｌ と ｏ

珂
・

○
:l
□

01
1D



一熙 潜 ． 澪 珊 凝 眸 罫 再 ４ 科 （ 叶 か 暮 世 ゛ 爺 沖 べ τ 叶

● ′ .
´

●・
‐
・
‐
口
~‐

‐
ロ
ー
0

鵬 料 Ш 再 ′ 略 難 Э 繭 瓢 ゛ ４ か 汁 Ｓ ′ な 珊 寺 準 ⊂ τ 鄭 潜 前 ｔ 浄 肝 ⊂ 汁

弼 肩 ひ 酪 ピ 臨 肩 ４ 酔 （ 味 が シヽ 世 戯 論 ド バ τ 叫 叫 。

さ ０ 料 コ 寺 罫 罰 ′ ゴ 罫 藤 酬 時 臨 淋 ⊂ ′ 洋 珊 寺 親 い 軍 （ ひ 蹄 ウ ⊂ （ 潜

゛ 即 耳 畑 ざ か 酔 蘭 シ ゛ 謙 琳 ⊂ 叫 叫 。
叫

Ｃ ｔ



酬 峠 叶 ン ♪ ） ０ 針 翻 τ

― 囲 料 和 Э 薄 毒 ｔ 撃 ｒ 〈 針 ｏ バ τ 帰 叫 ―

― 当 Ｓ 爾 料 和 言 Ｏ Ｆ バ ′ ＋ ゆ 針 清 お 吻 灘 ｒ τ 薄 灘 ｔ 爺 τ バ τ 汁 叫 ｏ

料 Ｓ 泄 酪 卜 Э ヨ 酬 ′ 珊 旧 ０ 赫 ョ 針 鴫 ′ 満 麟 Э ヨ 酬 吻 満 諜 再 諮 ゛ コ
＞ τ ′ 諄 轟 吻 ｍ

荏 ｒ バ ワ ト ロ 館 唸 苅 図 （ 叫 ｏ

洋 滝 肩 野 ｏ バ 再 開 磐 肩 認 訓 Э ト ノ 気 引 Э 料 川 鮮 む ０ ゛ 別 吻 Ｐ ｃ か 汁

Ｓ ／ 出 塾 肩 針 耶 ヨ 鮮 τ 汁 お 〈 趙 ゆ う
Ｌ 叱 τ 叫 斗 ｏ

・ コ ー 爵 め ・ コ ー 料 ョ 料
，
０ 樹 団

・ 潜 ・ 計 コ 洋 Э 樹 田

Ｌ 耐 轄 ・ Ｌ 蔀 ヨ ゛ お 熙 τ τ 汁 ｃ 叫 叫 。

鵬 料 潮 ｄ 碑 敬 刈 針 囲 淋 和 ゛ 認 蒲 叫 か 汁 Ｓ

料 卸 ヨ ０ 囲 料 艶 Э 響 菌 。 厠 輛 藤 コ 館 Э 誦 鶏 淋 卦 一 ｒ‐ 絣 ｓ バ τ

叶 叫 。



冷 凛 囲 料 ヨ
ロ ゛ 軋 ＃ 鵬 Э Ⅲ 雌 疇 ン ク

針 料 Э 田 口 恥 苗 （ 加 避 黄 蝉 部 Э 酬 Ｈ 滸 酬 ） 商 Ｏ τ べ Э Ｌ 洲 語

ざ
冷 凝 囲 料 部 ゛ 訃 鵬 叫 ざ 汁 弼 ノ 由 藤 淋 Э ‐ 襲 （ 十

薄 ） ゛ Ｌ ” 苗 τ 汁 滝 〈 ± 河 ｏ ｃ ｏ

囲 漸 繭 弼 翠 薄 Э 外 珊 □ 番 【 鍼 こ ノ 料 加 Э 気 ン 肩 再

針 こ 叫 Ｌ と 。 （ 料 当 羊 気 ン Э 硼 Ш 碑 料 団 針 ⊂ ）

※ 図 湖 卜 Э 閣 訃 寺 蒋 お う 泡 Э 和 皿 碑 灘 沖 準 づ 叫 ｏ

※ 肝 漱 菊 職 ０ 計 碑 囲 磐 ○ 謙 洲 吻 針
，
同 ｃ 翔 聖 、 日 、 こ

で ヽ 鉾 針 こ 叫 叫 ｏ

冷 凝 囲 料 和

ｔ Ｈ 授 ｃ ヾ

ヽ 囲 淋 和

〓 革 湮 Ｓ や ゆ 冷̈ 冷 図 料 和 時 ヽ Ｈ ヽ 嘔 て ヽ 囲 器 和

Ｓ 湘 樹 Ｓ Ｎ ≫ Ｓ Ｆ 叫 ゛ 百 澁 酪 薄 サ い 言 哄 ざ 叫 ■ 。

許 騨 厠 料 和 時 ヽ Ｈ ヽ

ｃ く ヽ ０ ヨ 義 淋 一

  
 

一

冷 凛 冊 樹 和

郎

冷 浄 料 ゛ 訃 阻 餃 ざ い 鉾 ン 、 Ｈ Ｎ ヾ て ヽ 鉾 ０ 滞 貼 Ｓ Ｎ ⇒ Э
Ｐ （ 十

離 ） 吻 ＃ 聖 革 ↓ ヽ ご べ 言 掛 錬 ざ 丼 斗 Ｄ 菫 Ｎ 菫 湘 翻 吻 ヽ ｏ コ 針 ゛ ′

８ コ ＋ 澁 硼 離 ウ ト 洲 岸 味 ざ い へ ゝ ― 、 バ 叫 ｏ い 苗 塑 ⇒ ＝ 百 野

ｃ 日 高 針 ゆ 鼎 碑 脚 針 ｃ 野 料 ０ （ ノ 裂 苗 碑 Ｎ 、 く ｑ 叶 み 、 狐 欄

石 ヽ 側 ざ 〈 お 研 τ ｏ

冷 誨 囲 料 和 （ い 滞 い ｏ ｏ コ ） ′ 、 卜 ヽ ｃ く ヽ （ い 淋 Ｏ ｏ コ ）

い 口 い 滞 ′ ω ｏ コ ゆ 凛 計 　 ω 塑 恥 苗 Э 輌 ０

〇 〇 〇 コ

Ｏ Ｏ Ｏ コ

『 Ｎ Ｏ コ

珈 薔 員 雙 和 Э

酬 祉 珈 珈 Э 綱 ０

導 湮 Э 拳 ゆ ＋ 澁 輝 ま ¨

ｒ ｏ ？ ０ ９ × いヽ い １ い ０ コ Ｓ
，
）

い ● × ω ｏ ｍ １ ０ ｏ
，
６ ｏ ｏ コ ）

Ｏ ｏ ｏ コ 一 Ｏ ｏ コ 一 一 苺 灘 ） １ ０ ０ ｏ コ

ー 当 Ｆ 苗 ゆ ¨

” ｏ ｏ も ｏ ＝ ∞ ｏ コ ３
，
）

∞ ヽ × ω Ｏ ｍ ＝ Ｎ ヽ ｏ
，
Ｓ 、 ｏ Ｏ コ ）

い ヽ ｏ ｏ コ × ｏ ω お 些 ） ―― 「 に ０ コ

8籍
選
塁 塞
馨



斗 て ¶ へ ヾ 鶏 激 計 価 Э 軋 料 語

|

0日

鵬 料 加 （ 再 ′ Ｌ ｍ 討 言 τ 針

諜 洲 ゛ 躙 〓 ′ 針 榊 ゛ Ｌ Ⅲ 請

料 菰 価 」 言 ４ 研 ｒ バ 針 ｃ 叶

Ｌ 中 さ ・ 渦 滸 罫 ヨ （ 冊 辞 中 さ 世 ）

引 口 ０ あ ９ で い ” ｏ ｏ

卜 嗣 ９ ｏ ｏ ｌ い Ｎ ω̈ ｏ （ 冊 Ｎ 卜 い 卜 嗣 口 ・ コ 灘 芽 ）

中 さ 一 Ч ヽ ｃ 「 バ ≧ ↓ Ｏ ∽ 」 ′ ≫ 諄 Ｅ ｚ 戸 叶 汁 再 針

硼 訓 肩 バ

吻 ゛ ヌ く １ ７ ヽ 斗 ヽ 針 鴨 ゛ 融 匡 べ 針 料 Э

（ ｍ 〓 剣 か “ 館 ｔ ｄ 叶 が 「 斗 ヽ ¶ へ ヾ 鶏

叫 。
Ｄ
・ 一 Ｄ
・ 　 Ｌ 溢 コ 劇 諜 針 菌 珈 計 諄

＝ コ Ч ゝ ｃ 一 「 バ ≧ ↓ Ｏ 望 　 「 Ｆ 芝 理

「 ０ ヽ ¶ ０ 辻 三 ｏ 〓 『 ｏ ヨ Φ ′ 田 Ｑ ｍ ｏ ´ ∽ ” ｛ ｏ 〓
．

※ 鰐 鴻 計 滞 再 ヌ ヽ ヾ Ч 吻 針 ＝ 市
，
ｃ 叶 ■ ｏ

ヽ マ ヽ ヾ ７ ヨ ー π （ヽ ● ｃ ■ 浮 Ｗ Ｏ け ）

弁 ゆ 型 潜 （ ＝ 洋 羊 ゝ こ ）

貼 聯 茄 ド （ 苅
，
中 洋 羊 再 針 幡 離 恥 苗 ）

祠 脚 ） 針 榊 ０ 日 際 計 諄 ・ 日 際 拳 ｍ ｗ 針 計 ド τ 計 諄 （ 針 料 弁 十 日 蘇 羊 ）

目 際 一 ｔ 側 ７ 価 罫 （ 却 肖 ｄ 脳 □ ― 間 ヽ 口 商 村 翻 耳 ）

際 羊 一 日 陳 冊 峠 Э 潔 活 Ｓ 高 澪

※ ヽ ― 卜 前 再 湮 酪 い き

榊 即 Ｎ ヽ く ヽ 野 ｄ ′ 針 狐 品 肩 針 汁 咄 著 〈 洸 眈 τ
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調斉」報酬点数表 (令和8年6月 1日施行)

第 1節 調斉1技術料 今和 3年 5月 28日 (―音0修正)日本叉音J師会作成

項 日 主な要件 算定上限 点致

調剤基本料

① 調剤基本ヽ 1 0

処方箋受●1回 !こつき

0～0以外、まなま医療資源の少なoヽ地域.FT在す引剰奥剰ヨ

■211,「■||・ i・ 111■ [| ■■ |

|,:「ド|おしヽ 112 0

処方箋受付回数および集中率|・ 次のいJOかに該当する屎険剣弓
月4′ 000回超 上l‐・3の保険医療機関の集中率フ0・・超

月600回超～4,000回以下 集中率35'I鍵
(はヽ 月600回超～1.800回 以下は割市宮F外い讀呆廃剰弓が対象)
特定q泉陵医療機離 係う処方箋力

"4′

000画這

Xl屎 険刹号と曰―建物内の複数保険医療機関の受付回散は合算
×2向―カレープの他の保険菊弓で集中事磨 も高0収険医療機関が
同一 の場合 t当 該 ll嘴筈尋付同数を合■

30■

●調剤塁村 13 O

同一功レープ̈ 箋受付回数哺 十およ酪 施設の集中率が

次のい●71かに該当する保険剰弓

イ)月 35万回超～40万口以下 集中率85%超
月35万回超～40万回以下 特定の保険医療機関と不動産貧貸措襲 あD

口)月 40万回超、集中率85%超
月40万回超 ヽ定の保険医療機関と不動産負貸措取弓あり

八)月 40万回超 集中率85●●以下

イ)25点

口)20点

′ヽ)37点

● :寺別詞斉J基村 A` O

保険医療機関姉 別な関係 (同一致地内)&集中率50%超の保険剰弓
×1地域美撮 医薬品供給

"∫

71キ

`力

:算等は▲90%で算定
×2栞学管理ド 編 する項目 (一部を除く)は算定不可
×3 1処方につ攀 以上の内服薬の彙剤IIIは▲10%で 算定

5点

● 1寺別調剤三本,B
調剤基本将 |_17る届出を̈ ていない例食刹局

※1調剤基本料の各勘 ユ算およ0案学管響 にヽ属する頂日は算定不可
×21処方につきフ欄 以上の内服薬の要剤IIは▲10・・で算定

一Ｒ

分割調剤 団 保存の困錮 生等)

″  (後発医薬品の詢調)
1分割調剤につき (1処方箋の2回日以降)

1分書
'調

剤につき (1処方箋の2回目の・Jl

5点

5点

地域支援 医柔品供給対応体制加算 1

11域支援 医薬品供給対応体制加算 2

地域支援 医薬品供給 ,ゝ応体制カユ費 3

地域支援 医薬品供給対廂 本制加算 4

地域支援 医薬品供給対● 本制力0算 5

○

医薬駒 安自共0本制崚 保 後発医薬品の調剤数が 85%以上

調剤f14ゆ 保険刹局 基本体制 +必須 1+選択2以上

調剤基本料 転 陳刹蜀 基本体制 +選択7以上

調割基本料 1以外qヌ険コ弓 基■ 本制 +必須2+選択 1以上

詢剤基本料 1以外ほ 険剰局 墓■ 本制十選択7Lk上

27点

59点

67点

37点

59点

O ,:害
"i■

■■●・ 発生時■o,「応■11
5点

イオ乞続品調書リト |:力 1'I O ナヽイア後猜品の,||ニ オ員「 ■のた示 ●イオ
′麦柿
'I,声

50,■

後発医薬品の調剤教屋が50● ●以下 月600回以下の保険刹号を除く ▲5点

O
在宅患者訪間薬剤管理指導料割 8回以上 栗急時等対応 医療 衛生材料等

同bl算 1の算定要件 在宅思者へ¨ 度な栞学的管理 指導体制および十分な実績

3●点

単一菫勁患者 10硫  それ以外 5味

O 電子処方箋 電子案歴 マイナ保険証 30%以上 月1回まで

都市部の保険到笥が多数の地域 またま 医痰 ル 既存栞局は除く。
▲15点

霙11詞 製料

内1[= 1青 |につさ ]J分 まで 24点

屯,瞑 21

漫m薬 1証剤につき 3調剤分まで 190,

潟葵 1:「ヨにつさ 3謁予分;で

7日分以下 190点

8日分以上 10点 /1日 分

29日 分以上 400■

26■

1つ
=|[つ
き 3ヨ育J分まで 10,

1証■ [つき

中心碑耐 ■■月11'

■工1生:[■ ,1

○ 1日につき ※注射栗のみ

2以上の注射案を混合

2以上の注射案を滉合 (生理食塩水等で希釈する場合を含・.N)

麻薬を含む2以上の注射薬観 合 ( ″ )ま日ま原液を無菌llにん填

69点 (15歳未満 237点 )

79点 (15晟未満 147点 )

69点 (15歳未満 13フ点)

1:伺 声,こつき 麻栞 70点 麻工以外 3■

掟剤 丸剤 力,・ 口,剤 散剤 顆粒剤 Iキス剤

液沖

1調剤につき

錠剤を分割し醐 合は20/100に 相当する点執を算定 フ曰分につき20点

45点

掟剤 丸割 カラu晴J餃剤 顆粒剤 11ス剤

11:IJ[つき
90点

45点

掟剤 ]ヽチF刊 車欠,1■渭可 A° ,,・

"刊

り
=メ
ントロJ坐剤

点眼剤 点鼻 点耳剤 浣賜剤

li=t[う き
90点

75点

45点

液剤

散剤 顆粒割

硼 剤につき ※内服栞 屯服栞 外用栞
35・・

45点

30点

(時「・
0■ 休ヨ 深夜 )

基礎額‐調剤基本ヽ (力 ]算台)+薬剤調製料 +無菌製悧処pll]算

+調剤管理料

基礎観の100%(時間外 )
140%(休日)200● ●(深夜 )

1画 につき
40点

47■



第 2節 薬学管理料

項 目 呂 P 主な要件 算定上限 点散

調青1管理料

嘔 内服菜

=内
3「■
'メ

タヽ

処方箋受●1回につき 栞斉,服用Dの記録 管理

1斉1につき 悧 分まで 27日 分以下 10点 、 28日 分以上 6Q点

10点

「
ヨ■■■:「■10● 7日分以上の残工調整

こマ処方,提案反映処方■8鎮壺三
""":簾

繹
=0志

それ以外 30点

処方麦更あつ
在鰤 鰤剛反映

…

かかりけ螂 5,鰤

それ以外 30点

服栞管理指導料

0通常 (② o以外)

処方箋受付1回につき 栞剤情報閾共椰 栞指導

イ)3カ月以内の再猥剤かつ手帳による実剤情報提供を行つだ患者

口)イ)の患書以外

かかりつけ棗剤l● それ以クト45点

かかりつけ栞剤師 それ以夕159■

C介護老人福礼殖設等入所者 トステイ等のコ1用者も
'Ji

45点

t11商:5日■■器を●コ調 (アンライン)

イ)3カ月以内の再調剤 (手帳による菜剤情報提,を含む)/②の患者 (0と合わせて月 4回まで)
口)在宅患者
八)●宅患者

…

態の急変等 |● l■0●つた場合

)イ U′ 以ヽ外

45点

59点

59点

22■

:今■■■■7● E「 品 TFたに処方 10点 指

“

必要 5■

2 ● ●与IJl■ |サつ■,1&]唖 ,0と ,に
=ろ
:FHJ月 lFまで 100点

|=定栞育J管理l.,加●3
イ)医薬品リスク管理計画に基ス 指導 対象医薬嗣 最初の処方時1回まで

□)選定療蓋Iコ系
`選

択 ′〔イオ後続品の説明 対象委の最初の処方時1回まで

5点

10点

12点

医療的ケア児 (18歳未満) 350点

吸入■0処方[者 ⅢI患 慣性門
=性
肺装
=イ
ンフルIンつ  6月 に1回まで 30■

かかつつけユ創師疇 :員工朝F・・ 中の憲者フオロー 3月 に1口まι 50■

かかりつけ菜剤師が思家を訪問して残栞整理 降 管理躊 など 6月に1回まで

服工管理指導11 3カ月以内の再罰剤のうち手帳の活用実績が50%以下 加算 ま算定不可 :3■

,卜来服平支l‐料 1 185■

外来服工支撹 l12 :信 内;=美のみ 34点 /7日 分 43日分以上 240

|し5,IJ■力1● i者を,い ■■ll員ヒ
`働
フJ,■管IF■ E月 1口

`τ
F■支援l11 内服¨ 極洒以上‐2■

'以
上減少 月 1回まで

li用ヽ剤:Fr支援l12
複数の医療機関から内服栞 6種頸以上の思者に対して

必要鞭 受 jr.・かりつけ桑剤師による ;闘栞剤0合評面おょび処方医への調整提案
1,000点 (令:]9■ 6月 1日 かつ

11育 Jイ

=栞
責管理指導料

地域支援 医薬品供給

'応
体制加算の届出をわ てtヽる保険劇弓 月 1回まで

1)精尿病患者 糟尿病用剤の新たな処方また中 変更

2)墾壁心栓 患者 t嫉患による入院餞 妨 り_____― ―――一一――――――――

60点
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‐
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1「キ,Fイ
'1111

保険医療機動 らの求め 文書による情報日来 月 1回まで

薬剤師が必要性ありと判断 文書による情報日共 月1回まで

イ)屎険医療機関 口)リフリ四 方箋の調剤後 八)介護支援専門員
FF● 偶;=等掟イキ 2ヽ

:■ 門|:=111■ 113 保険医県機帥 らの求め 入院予定患者 3月に1回まで SC■

宅

Ｇ

０

０

在 C 在宅療善患者 医IIIの指示 栞学的管理i旨導計画

合わせて月4回まで (末期の悪U踵瘍の思者 え封による麻栞投‐ll・

必要な思者 中,い静脈栄姜法の患者 ま週2回 &月 8回まで)

保険薬剤師1人につき週40回まで
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450,i

在宅中心静脈栄ま琺をい ている思者 オンライン不可

在宅患者緊急訪間栞剤管理指導料

C計画的な訪問栞剤指導に係る疾患の急変
[Ⅲ 以タト

■ti■■者 医:F● :言示 iヽつ■■■[■ラ,¨ I II千■感it対応合む
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'と

して月8回まで)主治医と連携する他の保険医の指示でも可
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200■

■与され●●天●1月 1え況 六喪メi見およ●
‐
雪1人 1兄について![:=必 よな■脅
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=者
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6虚未満の乳幼児
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フ00点

100点
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100点
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項 目 主な要■ 点

`使用栞剤・‐ (所定単位につさ15円以下の場合 ,

″  (所 定単位につき15Πを超滞 iq合 )
菜剤調製料の所定勤立につき 1点

10円又はその端数を増すごとに1点

1多青1投与時の還減指置 1[方につき7■1,以 上の内「:工 特別言Fヨ 基本‖ ASの ■陰
=局
o■合 所定点数の90/100に 相当する点数

第 4節 1寺定保険医療材料料

5節 その他

項 目 主なフイ+ 点致

調剤ベースアッカ●面料

調剤物価対応料

地方厚コ弓への要届出 処方箋受付1回につき

処方箋受付時 3月 に1回まで

4点 (令和9年 6月 1日から8点)

1点 (令和9年 6月 1日から2点)

介護報酬‖(令和6年 6月 1日施行分 )

合わせて月4回まで (末朗の悪性肛鳴の患者 注射による麻柔投与が

必要な患者 中心静脈巣曇去の患者は週2口 &月 8回まで)

0阜―建物后[者 1人
C単一建物居住者 2～ 9人
0単一建物居住者 10人以上



指定居宅療養管理指導事業者

指定介護予防居宅療養管理指導事業者 運営規程

(事業の目的)

第 1条
1 うさぎ薬局中伊豆店 (指定居宅サービス事業者)が行う居宅療養管理指導または介護予防居宅療養管
理指導 (以下、「居宅療養管理指導等」という。)の業務の適正な運営を確保するために人員および管
理運営に関する事項を定め、要介護状態または要支援状態にあり、主治の医師等が交付した処方せんに

基づき薬剤師の訪間を必要と認めた利用者に対し、 うさぎ薬局修善寺店の薬剤師が適正な居宅療養管理
指導等を提供することを目的とする。
2.利用者が要介護状態または要支援状態となった場合においても、可能な限りその居宅において、その
有する能力に応じ自立した日常生活を営むことができるよう、担当する薬剤師は通院困難な利用者に対

してその居宅を訪問し、その心身の状況、置かれている環境等を把握し、それらを踏まえて療養上の管

理及び指導を行うことにより、療養生活の質の向上を図る。

(運営の方針 )

第 2条
1 要介護者または要支援者 (以下、 「利用者Jと いう)の意思たよび人格を尊重し、常に利用者の立場
に立ったサービスの提供に努める。

2 地域との結びつきを重視し、市町村、居宅介護支援事業者、他の居宅サービス事業者その他の保健、
医療、福祉サービスを提供する者との密接な連携に努める。

3.適正かつ円滑なサービスを提供するため、以下の要件を満たすこととする。
・保険薬局であること。
・在宅患者訪問薬剤管理指導の届出を行つていること。
・麻薬小売業者としての許可を取得していること。
・利用者に関して秘密が保持でき、利用者やその家族、連携する他職種者と相談するスペースを薬局内

に確保していること。但し、他の業務との兼用を可とする。
・居宅療養管理指導等サービスの提供に必要な設備および備品を備えていること。

(従業者の職種、員数 )

第 3条
1 従業者について
・居宅療養管理指導等に従事する薬剤師を配置する。

・従事する薬剤師は保険薬剤師の登録を行 う。
・従事する薬剤師の数は、居宅療養管理指導等を行 う利用者数および保険薬局の通常業務等を勘案した

必要数とする。

2 管理者について
。常勤の管理者 1名 を配置する。但し、業務に支障がない限り、うさぎ薬局中伊豆店の管理者との兼務

を可とする。

(職務の内容 )

第 4条
1 薬剤師の行 う居宅療養管理指導等の提供に当たつては、医師および歯科医師の交付する処方せんの指
示に基づき訪問等を行い、常に利用者の病状および心身の状況を把握し、継続的な薬学的管理指導を行

う。また、医薬品が要介護者のADLや QOLに 及ぼしている影響を確認し適切な対応を図るなど、居
宅における日常生活の自立に資するよう妥当適切に行 う。

2 訪問等により行つた居宅療養管理指導等の内容は、速やかに記録を作成するとともに、処方医等およ
び必要に応じ介護支援専門員、他のサービス事業者に報告する。

(営業日および営業時間)

第 5条
1 原則として、営業日および営業時間は保険薬局として許可された営業日、営業時間とする。但し、国
民の祝祭 日、年末年始 (12月 29日 ～ 1月 3日 )を除く。
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2 通常、月曜日から金曜日の9:00～ 17:30、 土曜日の9:00～ 12:30と する。
3 利用者には、営業時間外の連絡先も掲示する。

(通常の事業の実施地域 )

第 6条
1.通常の実施地域は、伊豆市・伊豆の国市の区域とする。          ・

(指定居宅療養管理指導等の内容)

第 7条
1 薬剤師の行 う居宅療養管理指導等の主な内容は、次の通りとする。
・処方せんによる調剤 (患者の状態に合わせた調斉J上の工夫)
・薬剤服用歴の管理
・薬剤等の居宅への配送
・居宅における薬剤の保管・管理に関する指導
・使用薬剤の有効性に関するモニタリング

・薬剤の重複投与、相互作用等の回避
・副作用の早期発見、未然防止と適切な処置
・ADL、 QOL等 に及ぼす使用薬剤の影響確認
・使用薬剤、用法・用量等に関する医師等への助■
・麻薬製剤の選択および疼痛管理とその評価
・病態と服薬状況の確認、残薬および過不足薬の確認、指導
・患者の住環境等を衛生的に保つための指導、助言
・在宅医療機器、用具、材料等の供給
。在宅介護用品、福祉機器等の供給、相談応需
・その他、必要事項 (不要薬剤等の廃棄処理、廃棄に関する指導等)

(利用料その他の費用の額 )

第 8条
1 利用料については、介護報酬の告示上の額とする。
2 利用料については、居宅療養管理指導等の実施前に、予め利用者またはその家族にサービスの内容及
び費用について文書で説明し、同意を得ることとする。

3 居宅療養管理指導に要した交通費は、徴収しない。

(緊急時等における対応方法 )

第 9条 居宅療養管理指導等を実施中に、利用者の病状に急変その他緊急事態が生じた場合には、速やかに
主治医等に連絡する。

(その他運営に関する重要事項)

第 10条
1 うさぎ薬局中伊豆店は、社会的使命を十分認識し、従業者の質的向上を図るため定期的な研修の機会
を設け、また質の保証ができうる業務態勢を整備する。

2.従業者は、業務上知り得た利用者またはその家族の秘密を保持する。
3 従業者であった者に、業務上知り得た利用者またはその家族の秘密を保持させるため、従業者でなく
なった後においてもこれらの秘密を保持するべき旨を、従業者との雇用契約の内容とする。

4.サービス担当者会議等において、利用者の個人情報を用いる場合は利用者の同意を、家族の個人情報
を用いる場合は当該家族の同意を、予め文書により得ておくこととする。

5 この規程に定める事項の外、運営に関する重要事項は、うさぎ薬局中伊豆店と事業所の管理者との協
議に基づいて定めるものとする。

本規程は令和 5年 10月 1日 より施行する。



介護予防居宅療養管理指導・居宅療養管理指導

(介護予防)居宅療養管理指導のサービスに係わる重要事項等説明書

(介護予防)居宅療養管理指導サービスの提供開始にあたり、厚生省令第 37号第 8条に基づいて、ご説明

する重要事項は次の通りです。

1 事業者概要

2 事業の目的と運営方針

3 提供するサービス
当事業者がご提供するサービスは以下の通りです。

【 (介護予防)居宅療養管理指導サービス 】
当事業所の薬剤師が、毎月医師の指示に基づき薬学的管理指導計画を作成します。そして医師の発

行する処方せんにより薬剤を調剤するとともに、管理計画に基づいて薬斉」を有効かつ安全にご使用

いただけるよう説明いたします。

もし薬について分からないことや心配なことがあれば、担当の薬剤師にご遠慮なく質問・相談して

ください。

4 職員等の体制
当事業者の職員体制は以下の通りです。

5 担当薬斉」師
【 担当栗剤師は、以下の通りです。】
担当薬剤師 :

①担当薬剤師は、常に身分証を携帯していますので、必要な場合はいつでも、その提示をお求めくださ

い 。

②当事業者は、担当薬剤師が退職するなどの正当な理由がある場合に限り、担当薬剤師を変更すること

があります。

事業者名称 うさぎ薬局 中伊豆店
事業所の所在地 静岡県伊豆市下白岩 85-1番地

指定番号 静 岡県指定  2240710109号
電話番号 0558-79-3230

事業の日的 要介護状態または要支援状態にあり、主治の医師等の指示に基づきうさぎ薬局

中伊豆店の薬斉」師が適正な(介護予防)居宅療養管理指導を提供することを目的

とします。

運営の方針 利用者の意思及び人格を尊重し、常に利用者の立場に立ったサービスの提供

に努めます。

上 .・L①の観点から、市町村、居宅介護支援事業者、他の居宅サービス事業者

その他の保険、医療、福祉サービスを提供するものとの密接な連携に努めま

す。

利用者の療養に資する等の観点から、当該利用者に必要な情報を提供する以

外、業務上知 り得た利用者またはその家族の秘密を他に漏らすことはいたし

ません。

従業者の職種 員  数 通常の勤務体制

栞斉」師 9名 ・常勤者 (5名 ) 非常勤者 (6名 )
常勤者勤務時間―午前 9:00～ 午後 5

午前 9:00～ 午後 0
30(月 火水木金)
30〈第 1, 3土 )

事務員 7名 ・常勤者 (7名 )

常勤者勤務時間一午前 9

午前 9

00～午後 5
00～午後 0

30 (月 火水木金 )

(第 1, 3土 )30

0

②
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6 営業時間
当事業所の通常の営業日は、次の通りです。

① 営業日   月曜日・火曜日・水曜日・木曜日・金曜日、第 1, 3土曜。但し、国民の祝祭日及び
年末年始 (12月 29日 ～1月 3日 )を除きます。
②営業時間  午前 9:00～ 午後 5:30(月 ～金曜)、 午前 9:00～ 午後0:30(第 1, 3土 )
7 緊急時の対応等
①必要に応じ利用者の主治医または医療機関に連絡を行う等、対応を図ります。

8 利用料

9 苦情申立窓口
当事業所サービス提供に当たり、苦情や相談があれば、下記までご連絡ください。

① 連 絡 先 :0558-79-3230
② 担当者名 :

(乙) 当事業者は、甲 1に対する(介護予防)居宅療養管理指導サービスの提供に当たり、甲 1、 甲 2に
対して、重要事項等説明書に基づき、サービス内容及び重要事項を説明いたしました。

(乙)(介護予防)居宅療養管理指導サービス事業者
事業所所在地  静岡県伊豆市下白岩 85-1番地
名称      うさぎ薬局 中伊豆店

(甲)私 は、重要事項等説明に基づき、乙からサービス内容及び重要事項の説明を受け同意いたします。

(甲 1)利用者
住 所

氏 名

住 所

氏 名

， ト

一ト

【サービスの利用料は、下記の通りです。】

介護保険制度の規定により、以下の通り定められています。

A 在宅利用者の場合
①(介護予防)居宅療養管理指導サービス費として
。1回あたり 518円  (月 4回まで)
②麻薬等の特別な薬斉」が使用されている場

△

・1回あたり 100円
③別に厚生大臣が定める者に対しては週 2回 1月 に8回まで

B 居住系施設に入居している利用者の場合
①(介護予防)居宅療養管理指導サービス費として
。1回あたり 379円  (単一建物居住者が 10人以上の場合は 3■2円 )(月 4回まで)

②麻薬等の特別な薬剤が使用されている場合

・1回あたり 100円
③別に厚生大臣が定める者に対しては週 2回 1月 に 8回まで

*上記の他、医療保険での調剤費と薬代はご負担となります。

(甲 2)代理人



許可番号 東保 A第 1-647号

薬 局 開 設 許 可 証

氏名 (法人にあつては、名称 )

株式会社 うさぎ薬局

薬局の名称

うさぎ薬局中伊豆店

薬局の所在地

伊豆市下白岩 85-1番 地

医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する

法律第 4条第 1項の規定により開設の許可を受けた薬局であること

を証明する。

令和 5年 8月 31日

静岡県東部保健所長

鉄 治

有効期間  令和 5年 9月 1日   から

令和 11年 8月 31日  まで



許可番号 東保 A第 11-615号

高度管理医療機器等販売業及び貸与業許可証

氏名 (法人にあつては、名称)

株式会社うさぎ薬局

営業所の名称

うさぎ薬局中伊豆店

営業所の所在地

伊豆市下白岩 85-1番 地

医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する

法律第 39条第 1項の規定により、高度管理医療機器等の販売業及び

貸与業の許可を受けた者であることを証明する。

令和 5年 8月 31日

静岡県東部保健所長

鉄 治

有効期間  令和 5年 9月 1日   から

令和 11年 8月 31日  まで


